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次の表１、表２は、秒経過時点の
と	
の回試行の平均結果を
示している。
表より、明らかに、順序化を施し、かつ
突然変異の移動距離を染色体長の％とし
たものの方が、良好な結果を得ていること
が分かる。
７ まとめと課題
本論文では、獲得された形質を考慮した
突然変異を行うことが適切な進化を促すと
の我々の考えを検証するため、形質獲得箇
所からの遺伝距離を考慮した突然変異手法
を提案し、検証した。実験の結果は、形質
獲得箇所からの遺伝距離を考慮した突然変
異手法の提案が従来の単純な突然変異（２
遺伝子交換）よりも良好だということを示
した。
今後の課題としては、今回のベンチマー
クテスト以外の複数のユークリッドベ
ンチマークテストでの効果検証を行い、定
性的性質を同定していきたい。
付記
本論文は、「當山直正，又吉光邦，形
質獲得箇所からの遺伝距離を考慮した
における突然変異手法の効果検証，情報
処理学会全国大会論文集，」に加筆し
たものである。
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表１ eil51結果（100試行平均）
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表２ berlin52結果（100試行平均)
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